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非 定 型 抗 酸 菌 排 出 者 の 臨 床
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    UNCLASSIFIED MYCOBACTERIA*
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(Received for publication September 2, 1968)

   Although previous studies on the incidence of unclassified mycobacteria in Japan revealed 

the rate of 0.2 to 3.5% in healthy persons, 0.5 to 1.3% in patients in tuberculosis  sanatorium 

and  0.6 to  12.5% in factory workers, the incidence of unclassified mycobacteria in patients 

with non-tuberculous respiratory diseases has not yet been reported in Japan. 

   The purpose of this paper is to isolate unclassified mycobacteria among patients with non-

tuberculous respiratory diseases and to differentiate unclassified mycobacteria from mycobacterial 

strains cultured at the laboratory. 

   Unclassified mycobacteria was isolated and differentiated from the materials in each of the 

following three groups : The first group consists of sputa taken from 142 cases with non-

tuberculous respiratory diseases from February 1963 to February 1965, the second group consists 

of mycobacterial strains which were obtained by mycobacterial culture of sputa and gastric 

lavage at the laboratory from September 1964 to February 1965, the third group, mycobacterial 

strains, which showed unusual colony formation and/or resistance to antituberculous drugs(SM, 

PAS, INH) though previously untreated, from February 1963 to August 1964. 

   As the results of this study, 20 strains of unclassified mycobacteria were obtained, the total 

rate of isolation of unclassified mycobacteria was  1.1%, and it was 4.9% in  the first group 

and 0.4% in the second groud Therefore a high incidence was revealed in the patients with 

non-tuberculous respiratory diseases. 

   In the second group, 3 strains  (5.3%) of unclassified mycobacteria were differentiated from 

56 mycobacterial strains. It suggests that the differentiation between unclassified mycobacteria 

and Mycobacterium tuberculosis is necessary as a routine procedure in the laboratory. 

   The diagnosis of the patients, at the isolation, was as follows : 13 cases of pulmonary 

tuberculosis, 2 cases of pulmonary emphysema, 1 case of chronic bronchitis, 1 case of pulmo-

nary cancer, 1 case of sarcoidosis, 1 case of systemic lupus erythematosus and 1 case of Good-

pasture's syndrome. 
   No cases with non-tuberculous respiratory diseases fulfilled the diagnostic criteria of 

unclassified mycobacteriosis by Hibino. 

   According to Runyon's classification, 18 strains were Nonphotochromogens, 1 strain was 

Scotochromogens and another 1 strain was Rapid growers. 

   The frequency of isolation of unclassified mycobacteria was only once in 11 cases, twice 

in 4 cases, 3 times in 3 cases, 5 times in 1 case and 7 times in 1 case.

* From St. Luke's International Hospital, Akashi-cho, Chuo-ku, Tokyo , Japan.
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1952年 に染 谷ら1)によつ て我 国において初め ての肺非

定 型抗酸 菌症が報告 され て以来16年 にな るが,最 近数

年 間 の非 定型抗酸菌症へ の関心 の増加は著 しい ものが あ

り,現 在 までに我が国 において 日比 野 らの診断基準に よ

つ て明らかな非定型抗酸菌症 と認め られた症例は54例

に及 んでい る2)。一・方 健康人や各種疾患患者 か らも非定

型抗酸菌 は しぽ しぽ分離 され,し か も個体に何等の非定

型 抗酸菌 症 として の症状 を惹起 しない例が多数あ るが,

その感染経路,発 病 との関 係等 については まだ知 られて

い ない。

しか し同症 の臨床症状は結核 と極 めて類似 してい るた

めに,現 在 では両者の鑑別は菌 の同定 以外には不可能 と

されてい る3)～5)。そのために今 までに行 なわれた非 定型

抗 酸菌 の感染率あ るいは検出頻度 につ いての研究は主に

結核療養所 入院患者,一 般病院 の結核 菌検査材料あ るい

は健康人 を対 象 とした もので,我 国では まだ非 結核性疾

患 患者 についての調査,研 究は行 なわ れていない。

この研究 においては非結核性呼吸器疾患患者 よ りの非

定 型抗酸菌排 出の頻度を調ぺ.こ れ と肺結核 を疑わ れて

結 核菌検索を行 なつた患者 よ りの検出率 とを比較 し,こ

れ らの患者を検討す るこ とに より,何 等かの臨床的特徴

を見出そ うと試み た。

対象および方法

研 究は3群 に分け て行なつた。

第1に1963年2月 よ り1965年2月 までの2年 間に聖

路加 国際病院に入院 した非結核性呼 吸器疾患患者 よ り無

差 別に選 んだ142名 を対 象 として,各 患者 よ り早 朝時喀

挾iを1日1回,計3回 採取 し,小 川 法に より抗酸菌培養

を行 ない8週 間観察 した。培 養陽 性者については更に喀

疾 または早 朝空腹時 胃液 の培養 を繰 り返 した。

第2に 結核 菌検査材料 よ りの非定 型抗酸 菌検出率を調

ぺ るために,1964年9月 よ り1965年2月 までの6カ 月

間に細菌検査室 に結核菌検査材 料と して送 られて きた喀

疾 お よび胃液 よ り培養 されたすべ ての抗酸 菌について非

定型抗酸菌の 同定 を行なつた。

第3に1963年2月 よ り1964年8月 までの6ヵ 月間に

細菌検査室で培養 された抗酸菌 の うち,コ ロニーの性状

や着色に異常を認 めた菌 株お よび抗結核剤 に対す る耐性

検査で初回治療 にも拘 らず耐性高度 の菌株 についてはナ

イア シン ・テ ス トを行 なつた。

非 定型抗酸菌 の定義 については人 によつて必ず しも・一

致 しないが,こ こでは一応 占部6)の 「人体 材料 から分離

され る結核菌以外 の抗酸菌を さす」 とい う考え方 による

こととす る。 また非定型抗 酸菌の分類はRunyon3)の 分

類に従いPhotochromogens,Scotochromogens,Non・

photochromogens,Rapidgrowersの4群 とした。

分離 された非定型抗酸菌 については次 のよ うな細菌学

的検索 を行 なつた。
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コ ロニ ー の 肉 眼 的 観 察

光 に よ る コ ロ ニ ー の発 色性

Ziehl-Neelsen氏 法 に よ る 抗 酸 性 染 色

染 色 さ れ た 抗 酸 菌 菌 体 の ミ ク ロ メー一ター に よ る計

37。Cに おけ る 普通 寒 天 培 地 培 養

37℃ お よび24。Cに お け る1%小 川 培 地 培養

ナ イ ア シ ン ・テ ス ト

コ ー ド形 成 の 有 無

カ タ ラ ー ゼ活 性 テ ス ト

ウ レア ーゼ ・テ ス ト

ニ コチ ン ア ミダ ー ゼ ・テ ス ト

フ ォル ム ア ミダ ー ゼ ・テ ス ト7)

抗 結 核 剤(INH*,PAS*,SM*,Kanamycin*,

Cycloserine*,Ethionamide*,Viomycin*.Thiasin**)

耐 性 検 査(注:*日 本 栄 養 化学 株 式 会 社 製 品,**極 東 製

薬 株 式 会 社 製 品)。

14・ モ ル モ ッ トに 対 す る病 原 性 。分 離 した 菌 の 約1mg

の 生 理 食 塩 水 懸 濁 液1mlを お の お の2匹 の モ ル モ ッ ト

(体 重 約300g)の 前 胸 部 皮 下 に 注 射 し,表4の よ うに

時 期 を 異 に して 屠 殺 し,肺,肝,脾 の 各 臓 器 を1%小 川

培 地 上 に 培 養 し また 病 理 組 織 学 的 検 索 を 行 なつ た。 病 理

組 織 標 本 はHematoxylin-eosin染 色 とKoch-Ehlrich

Table1.TheRateofIsolationofUnclassifiedMycobacteria

Group'
oftest

ー
ム

9
臼

り0

Durationoftest No,ofcases

Feb.,1963～Feb.,1965

Sep.,1964～Feb.,1965

Feb.,1963～Aug.,1964

142

743

Nα 。fp。sitive軸1N。.。fp。 。itivecaseslRat。 。fi。 。1ati。n

cases・fM・Tub・i・fun・1a・s・m・ ホ卓寧i・fun・1a・sm・(%)

53

7
●

Q
σ

(U1

4.9

0.4

串Group1:Sputumfrompatientsofrespiratorydiseasesexcepttuberculosis.

Group2:SputumandgastriclavagesenttothelaboratoryforexaminationofMycobacteriumTuberculosis

Group3:StrainsinwhichthecharacterofcolonydifferfromMycobacteriumTuberculosisanddrug-resis

tancestrainswhichwerenotgivenanti-tuberculousdrugspreviously.

艸M .Tub.:MycobacteriumTuberculosis.

*卓車Unclass.m.:Unclassifiedmycobacteria.
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Table3.(b)CharacterofIsolatedUnclassifiedMycobacteria:ResultsofGuineaPigInnoculation

StrainNo.
Durationofsurvival
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を 加 え た20症 例 は 表2の 通 りで あ る。

これ ら20例 の 分 離 菌 をRunyonの 分類 に従 つ て 分 類

す れ ば,1例 がScotochromogens,1例 がRapidgrow-

ers,他 の18例 がNonphotochromogensで あ つ た 。

1.細 菌 学 的 性 状(表3)

全 菌 株 が 抗 酸 性 を 示 した 。

Scotochromogensの コ ロ ニー は 鮮 か な 榿i黄 色 を,

Rapidgrowersお よびNonphotochromogensは 淡 黄 色

な い し灰 色 を 呈 した 。 継 代 培 養 に よ り これ ら の 色 調 は 変

化 し また 明 所 に 長 時 日放 置 す る こ と に よつ て そ の 黄 色 調

は 強 くな る傾 向 が み られ た が,い わ ゆ るPhotochromo--

genicity3)は 認 め られ なか つ た。20例 す べ て の株 の コ ロ

ニー は 表 面 平 滑 で あ つ た 。 ま たScotochromogensの 菌

株 を 除 い て す べ て が 生 理 食 塩 水 に 浮 遊 させ る と容 易 に 懸

濁 した 。

1%小 川 培 地 に2週 間 培 養 後 計 測 した 菌 体 の大 き さは

第3,4,15,16,18症 例 の5菌 株 で大 小 不 同 の 著 しい

法 のRindfleishら の 変 法 に よ る抗 酸 菌 染 色 を行 なつ た 。

対 照 と して 名 古 屋 大 学 医 学 部 日比 野 内科 よ り分 与 を受

け た非 定 型 抗 酸 菌 標 準 株,Photochromogens加 藤 株8),

Scotochromogens石 井 株1)お よび長 島株9) ,NonPhoto-

chromogens嶋 本 株10)お よび蒲 生 株11) ,RaPidgrowers

山 本株12)お よび 佐藤 株13)お よび 本 院 分 離 のPhotochro-

mogens永 井 株14)に つ い て 以 上 の す べ て の 検 査 を 行 な つ

た 。

果結

第1お よび第2群 におけ る検査例885名 中の非定型抗

酸菌陽性例は10例 あ り,し たがつ て1.1%の 検 出率で

あつたが,表1の よ うに第1群 に おけ る非結核性呼吸器

疾患患 者よ りの検出率は4・9%,第2群 におけ る結核菌

検査材料 よりの検出率は0.4%で 非結核性呼吸器疾患群

よ りの検 出率が著 しく高かつた。

そのほか第3群 において同時期に随時検 出 した10例

Table4. DrugResistanceofIsolatedUnclassifiedMycobacteria
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の が 目立 つていた。

第4症 例の菌 株のみが普通寒 天培 地上に発育 した。 こ

の菌株は37。Cお よび24。Cの 条 件下で1%小 川培地上 に

継 代培養3日 で十分に発 育 した。他の菌株は37。C,24。C

共 に十 分発 育す るのに継代培養 で2～3週 間を要 した。

ナ イアシ ン ・テ ス トは全株陰 性,カ タ ラーゼ活性は全

株 陽性 であつた。明 らか な コー ド形 成を示 した菌株は な

かつ た。 ウレア ーゼ ・テス トはScotochromogensの 菌

株が陽性,他 に1株 疑陽性が あつた。 ニコチ ンア ミダー

ゼ ・テス トは16株 に陽性,4株 に陰性。 フォル ムア ミ

ダーゼ ・テ ス トはすべ ての菌株 で陰性を示 した。

分離菌 を接種 したいずれ のモルモ ッ トの体内臓器に も

肉眼 的に明 らかな結核病巣 の存在 は認めなかつた。表3

(b)に 示 す よ うに,菌 液接種 後屠殺 までの期間を異に し

た各2群 のモル モ ッ トの臓 器培養の結果を み る と,屠

殺 までの生存期間 の長い ものの培 養陽性の程度が生存期

間 の短 かい もの よ りも強 くなつてい るのは第5,8,ユ4,

15,20症 例の5例 のみ であつた。また この動物実験で

は臓器培 養結果 と臓器 におけ る結核 結節形成の程度 との

間 には必ず しも並行関係は認 められなかつた。

抗 結核 剤に対す る耐性検査 の結果 は表4に 示す よ うに

INH5mcgに 完全耐性株8株 ,PAS10mcgに 完 全耐

性株16株,SM100mcgに 完全耐性株6株,Kanamycin

ユ00mcgに 完全耐性株1株Cycloserin40mcgに 完全

耐性 株14株,Ethionamide50mcgに 完全耐性 株20株,

Viomycin100mcgに 完 全耐性株19株 ,Thiasin100

mc9に 完全耐性株2株 でPAS,Cycloserine,Ethiona-

mide,Viomycinに 対 して完全耐性 を示す 菌株数が著 し

く多か つた。

2・ 臨 床的観察(表2)

20例 中男性 は12例,女 性は8例 で男性 に多 く,年 齢

分布 については50歳 以上が13例 を占めるのに対 して

29歳 以下 の青 少年 は1名 にす ぎなかつ た。

患者の職業は 事務系統の仕事が5例,商 業4例,熔 接

工,幼 稚 園長,和 裁が各1例 あ り,8例 の女性 はすべ て

家 庭の主婦 であつた。 住居は東京都中央区 内5例,新 宿

区内4例,大 田区お よび江東区 内各2例,そ の他各1例

で あつた。

検査対象 となつ た非 結核性呼吸器疾患患者 の病 名は表

5に 示 してあ る。合併症 の存在 もあ るので喀疾採取時 の

症 状を主に現わ している と考えた病名 を取 り上げ た。

非定 型抗酸菌排 出例の検 出時の病名は肺結核が13例,

肺 気腫2例,慢 性気管支炎1例,肺 癌1例,サ ル コイ ド

ージス1例 ,全 身性紅斑性狼 瘡1例,Goodpasture症 候

群1例 であつた。肺気腫 と肺 結核 の合併例は3例 あ り,

それ以外 の 合併症 と して糖尿病,妊 娠,動 脈硬化症,心

房細動 がそれぞれ1例 あつた。

これ らの症 例の非定型抗酸菌 の排 出回数は1回 のみ陽

結 核 第43巻 第11号

Table5.CasesofNon-tuberculousRespiratory

DiseasesExaminedforUnclassified
Mycobacteria(142cases)

Pulmonaryemphysema
Acutepneumonia

Chronicbronchitis

Primarypulmonarycancer

Bronchialasthma
Bronchiectasis

Pulmonaryfibrosis

Lungabscess

Systemiclupuserythematosus
Pleurisy

Metastaticpulmonarymalignanttumor

Pyothorax

Acutebronchitis
Sarcoidosis

Spontanepneumothorax

Pulmonarydistomiasis

Goodpasture'ssyndrome
Neurinomaoftheleftchestwall

Pulmonarycyst

Pulmonaryinfarctionsuspected
Pneumonitis

Coinlesion(finaldiagnosisunknown)

24(2)*

23

19(1)*
17(1)*

16

9

6
4

3(1)*

3
3

2

2
2(1)*

2

1

1(1)*
1

1

1
1

1

*Casesinwhichunclassifiedmycobacteriawereisolated .

性が11例,2回 が4例,3回 が3例,5回 が1例,7回 が

1例 で1回 のみ排 出例が約半数で あつ た。

肺結核群 の胸部 レン トゲン写真所見は学研 分類 でCが

5例,Bが5例,Fが1例,Kが2例,Dが1例,Tが

1例 でCお よびB型 が10例 であつ た。

患者の主訴 の うち多かつたのは咳,疾,血 疾,微 熱

呼吸 困難で あつ た。

症 』伊

上記20例 の うち興味あ る症例 を述 べ る。

1.(第6症 例)55歳 男性。17年 間電気熔 接工 とし

て働いていた。1960年11月 に左第1肋 間の小 浸潤巣を

発見 され,更 に1961年,ユ962年 の検診 ではその小浸潤

巣の軽度の増大が見 られたが 自覚症が ないので放 置 して

いた。1963年4月 食後 上腹部膨満感,咳,疾 が現われた

ので本院外来を訪 れた。 その ときには左第1肋 間の浸潤

巣は空洞 を形成 していた(図1)。 血沈1時 間値6mm,

心電図で心房細動が みられた。

喀疾中か ら1963年4月 に3回 中2回,第1回 目は35

コロニー,第2回 目 は1コ ロニーのScotochromogens

が培養 され た。結核 療養所に転院 しSM,PAS,INHの

3者 併用 療 法 を 受 け た が,そ の間 同年9月 に も1回

Scotochromogensが 陽 性であつた。1964年8月 退院 し

本院外来で 治療 中に1964年10月 の胸部 レン トゲ ン写真

では空洞濃縮 し,レ ン トゲ ン写真上の著 しい改 善 と共に

以後は喀疾か ら抗酸菌 を 検 出 しなか つた。1965年3月
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胃癌 を併発 し同月他院で 胃切除術 を受け たが8月 に死亡

した。死亡 まで胸部 レン トゲ ン写真上 の悪化 ない し再発

はみ られず 抗酸菌 も常に陰性であつ た。剖検は で きなか

つた。

この例 のみ がScotochromogens排 出 例 で あ つ た。

初めて小 浸潤巣が発見 され て以来3年 の経過 で病巣が緩

徐に進展 して空洞を形成 し,自 覚症 の出現 と共 に非定型

抗酸菌が排 出 され,空 洞の消失 と共に排菌は止 まつ た。

病態 と非定 型抗酸菌排出 とは関連性が ある と考 え ら れ

る。

2.(第8症 例)48歳 男性,会 社員。20歳 の頃すで

に右上野の結核腫 が発見 されていたが そ の ま ま放 置 し

ていた。1963年4月 よ り体重減少,咳,疾 の増加 に 気

づ き本院外来 を訪 れた。 当時血 沈1時 間値6mm,右 上

野 の結核腫には一 部透亮 豫がみられた(図2)。1963年

8月,11月,12月 にNonphotochromogensが それぞれ

(什)に 培養 された。1963年12月 よ り1カ 月間サルフ ァ

剤,INHを 投与 したのみであ るが1964年1月 以降は抗

酸菌培養は陰性でかつ体重減少等 の 自覚症 もその頃 から

消失 した。その間 の レン トゲ ン写真所見は全 く変わつて

いない。第6症 例程 明らかで ないが,患 者 の自覚症は菌

の排出期間 と一致 して排菌の停止 と共 に 自覚症 も消失 し

てい る。

3・(第10症 例)26歳 主婦。過去に肺結核 を指摘 さ

れた ことはない。1963年4月 に結婚,1965年2月 に妊

娠のため本院産 科を受診 し胸部 レン トゲ ン写真撮影 の結

果左上野の小 浸潤巣が発見 さ れ た(図3)。 当時妊娠4

カ月で自覚症はなかつ た。1965年2月 よ りSM,PAS,

INHを 開始 したがPASは 副 作 用 強 くて中止 し,9月

までSM,INHを 続けた。 そ の間1965年8月14日

に女児分娩 し生児 には異常 なか つた。初診時血沈1時 間

値18mm,喀 疾か ら4月 に3コ ロニー6月 に5コ ロ

ニーのNonPhotochromogensを 分離 した。1966年6

月24日 す なわち出産10カ 月後 にH37Rvπ,石 井 株

(Scotochromogens)π,蒲 生株(Nonphotochromogens)

π の皮 内反応を母娘に対 して行 なつた。その結果は,

H37Rvπ 石井株 π 蒲生株 π

母27×3326×2710×4(mm)

娘12×108×86×6(mm)

なお生児には生 後約3カ 月 目にBCG接 種を行 なつ て

～・る。

この症例は分離 された菌が既 往に抗結核剤治療の経験

が ないにも拘 らずSM,PAS,INHに 対 して強い耐性を

示 したので更 に検査 をすす めて非定型抗酸菌であ ること

を確認 した症例で ある。

4・(第14症 例)49歳 主婦。1963年11月 に四肢

の皮下結節 に気づ きその生検 の 結 果 お よびKveim反

応陽性 よ りサ ル コイ ドー ジスの診断が確定 した。当時
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血 沈1時 間値17mm,肺 機能検査 ではDcoの 低下が 認

められた。胸部 レン トゲン写真では両側肺門部 リンパ腺

腫脹お よび全肺野に細かい線維状 の陰影が散在 していた

(図4)。

同年12月 にまず気 管支吸引物中 よ り直接塗抹検査 で

抗酸菌を検出,培 養で50コ ロニーのNonphotochromo-

gensが 検 出された。 更に12月 に2回 の喀疾培養に(昔)

に陽性 であつたので12月 よ りSM,INHを 開始 し1964

年5月 まで投与 した。 また1964年1月 よ り副腎皮 質ホ

ル モ ンを投与 し始 め1965年7月 まで18カ 月間続け たが

その間 に1964年3月 の早朝空腹時 胃液 よ り(什),1965

年4月 のそれ よ り(什)と 合計5回 に亘 りNonPhotocho・

romogensが 培養 された。 この間胸部 レン トゲ ン写 真所

見では肺門部 リンパ腺腫脹は変化 なか つたが肺 野の所見

にはやや改善がみ られた。1965年3月31日 に人型 菌お

よび非定型抗酸菌 πの皮 内反応 を行なつたがH37Rvπ6

×7mm,石 井株 π0,蒲 生株 π0で あつた。 サ ル コイ

ドー ジスは副腎皮質ホル モ ンによ り抑 えられ また副腎皮

質ホルモ ンの連 用に よる明 らかな非定型抗酸菌症 への移

行 も認められなかつた。

5・(第15症 例)30歳 主婦。1962年 に 高熱,皮 膚

発 疹,関 節痛,下 痢,蛋 白 尿 等の症状 で発病 し1963

年11月 全 身性 紅斑 性狼瘡 と診断 され た。 血 沈1時 間

値52mm,胸 部 レン トゲ ン写真上全肺野に軽度 の 気管

支 肺 炎 様 の陰 影がみ られた(図5)。1963年12月 と

1964年3月 にそれ ぞれ5コ ロニー と2コ ロニーのNon-

photochromogensが 培養 さ れ た。全身性紅斑性狼 瘡に

対 して1963年11月 よ り副腎皮質ホル モンを投与 し始

め,1965年3月31日 に人型菌お よび非定型抗酸菌 πの

皮内反 応を行なつた ところ,H37RvπO,石 井株 π0,蒲

生株 π0で あつた。1966年8月30日 に再度皮内反応 を

行 なつたがH37Rvπ,石 井株,蒲 生株,佐 藤株(Rapid

growers)π のすべてに対 して陰性 で あつた。副腎皮質

ホル モ ンの維持量 を約33カ 月間投与 していた ところ票

粒結核を併発 し,疾,尿,血 液 から多数 の人 型結核 菌を培

養 したが非定型抗酸菌は 得 られ なか つた。Ethanbuto1,

INH,Kanamycinの3者 併用 で肺 の粟粒陰影 は消失 し,

排 菌 も止 まつてい る。

粟 粒結核併発後の分離菌はそ の細菌学性状は人型結核

菌 であ るが以前に分離 した非定型抗酸菌 とは各種抗結核

剤 に対 す る耐性のパタ ーンが似 てい るのは興味 ある。 ま

た副腎 皮質 ホルモ ンの長期連用に よ り人型菌に よる粟粒

結核 を併発 したがその際非定型抗酸菌は検出 しえ なかつ

たのも興 味が あ る。

6.(第18症 例)54歳 男性,既 製服 問屋。1963年

10月 頃 よ り咳,疾,微 熱が現 われ1964年12月 に 入院

した。 当時血沈1時 間値13mm,血 色素6.89/dl,血 清

クレアチニ ン3・8mg/dl,検 尿 では蛋 白74mg/dl陽 性,
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赤 血球を1視 野 に20～25コ 認めた。胸部 レン トゲ ン写

真では両側肺野 全体 に異 常 陰 影 があ り(図6),Good'

pasture症 候群 と診断 された。1964年12月 にそれぞれ

2コ ロニー と1コ ロニーのNonphotochromogensを 喀

疾 よ り培養 した。同年12月 末 よ り副腎 皮質ホルモ ンを

投与 し始 め軽快 と増悪を繰 り返 しつ つ次第に貧血 と尿毒

症は増悪 して1965年8月27日 尿毒症 のため死亡 した。

そ の間喀疾 よ りの抗酸菌培養 を15回 行 なつたがその う

ち最 初の2回 のみが陽性で他はすべ て陰性 で あ つ た。

1965年3月31日 に人型菌 お よび非定 型抗酸菌 πの皮内

反 応を行なつたがH37Rvπ6×7mm,石 井株 π0,蒲 生

株 π0で あつた。剖検 の結果肺 には出血 とヘモ ジデ リン

沈着 の所 見だけで炎症所見 あるいは結核性病巣は発見で

きなか つた。

考 察

非定型抗酸菌 の検 出頻 度は各国に よつて,そ の種類 の

分布,頻 度に違いが あるが,我 国の検出率は健康 人では

0.2～3.7%,結 核患 者0.5～1.3%,粉 塵作業者0.6～

12.5%15)～21)と調査 した研究者に よつてそ の差は大 きい。

同 じ国 でも地方 に よりまた属す る社会集団,職 種 年

齢層 に より感染率の異な るこ とに もよるが,前 処 理の方

法 や使用 す る培 地に よる差異 もか な り影響す る22)23)。日

比野 ら15)や小川24)によれば低濃度 の苛性 ソーダ前処 理に

よる非定 型抗酸菌の検出率は高い。本研究 においては最

初 の8カ 月間は2%苛 性 ソーダで前処理 し,そ れ 以後は

1%苛 性 ソー ダで前処理 したが分離 された菌株はすべ て

1%苛 性 ソーダで前 処理 し1%小 川培地に培養 した時期

の もので あつた。

今 回の非結核性 呼吸器疾患患者 よ りの検 出率4.9%は

明 らか に対照 とした結核菌検査材料 よ りの検 出率0.4%

よ りも高 く,ま た我 国では中村25)による粉塵作業者 よ り

の検出率12.5%に 次 ぐ高率を示 してい る。

Corpeら26)ま たWoodsら27)はPhotochromogens

が気腫性変化 の強 い例やその他の肺疾患後の症例 に発見

率の高い こ とを指 摘 してお り,ま たWolinsky28)は 非定

型抗酸菌陽性例 につ いて化学 的刺激に よる変化 あるいは

細菌性炎症の跡 に非定型 抗酸 菌が定着 した りまた 旧い結

核 病巣に結核菌に代わつ てあるいは同時に,非 定型抗酸

菌 が入 り込む可能性 を述べ てい る。Chapmann29)も また

Scotochromogens,Nonphotochromogensに ついて,発

病す るほ とん どすべてが以前 に肺 の侵 された ことのあ る

症例か 癌や リンパ腺腫の よ うな他 の疾患 に罹患 してい る

こ とを述べ てい る。

我 国におけ る非定型抗酸菌症 の初診時診 断名の中には

肺炎,気 管 支炎,気 管支拡張症80)がみ られ,ま た我国の

非定型抗酸菌排 出例で初診 時診断名が結核 以外 の ものに

は塵肺,肺 炎,気 管支拡張症,肺 気腫,慢 性気管 支炎,
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肺線維症,肺 気腫 と慢性気管支炎 の合 併症1η31)32)等があ

りまた骨髄性 白血病 よ りの併発 の報告33)もあ る。外国に

おい ても同様 に珪肺症,気 管支喘息,肺 臓 炎,慢 性白血

病,糖 尿病 とク リプ トコッカス症 の合 併例,気 管支拡張

症,気 管支癌等34)～40)よりの排 出例 の報告 があ る。

今 回の非定型 抗酸菌排出例の うち,こ の よ うな高い検

出率 を示 した非 結核 性呼吸器疾患群は肺 気腫,慢 性気管

支炎,肺 癌の よ うな固有の肺,気 管支疾患群 と全身性紅

斑性狼瘡,Goodpasture症 候群 のよ うな全 身性 疾患の一

分症 としての呼吸器疾患群 との2群 か ら構成 さ れ て い

る。 これ らの症 例の よ うに肺の傷害を慢性的 に受けて局

所的抵抗 の減弱 してい る例あ るいは全 身的な抵抗の減退

してい る例に非 定型抗酸菌の感染を起 こ しやすい ことは

そ の高率 の検 出率か らも推察 され る。 しか し非 定型 抗酸

菌 につ いて も排菌,感 染はそれぞれ別 であつて もよく,

排菌が 直ちに感染 とは解 されない場合 もあ り うる41)")。

今回の症 例の うちには3回 排菌 例3例,5回 排 菌例1例,

7回 排 菌例1例 と排菌回数 の比較 的多い症例 もあ るが 日

比野 ら43)の診 断基準に よつ て明らか な非定型抗酸菌症 と

診 断 しえた ものはなかつ た。

20例 中11例 が1回 のみ排菌陽性 の症例であつたがそ

れ らの例の最大 コロニー数 は11例 中10例 が(+)で あつ

た。

1回 のみ陽性でかつ少数 コ ロニーの例に検査途 中での

非定型抗酸菌 の汚染 の可能性 も考え られ るが,果 た して

汚染に よるものか どうか を決定 す ることは 不 可 能 であ

る。汚染の問題に関 し て 土,水,尿,生 ミル ク等44)'-48》

よ りの非定型抗酸菌 の培養 が多数報告 され,そ れ らよ り

の汚染の可能性が述べ られ ているが,本 院細菌検査室 の

水道水を50回 に亘 り1%小 川 培地に培養を試み たがす

べて陰性であつた。 また1回 のみ排菌例は一般 に病態 と

の関連性はみ られず,今 回は まだ症 例数が少な くて臨床

的意義を見出す こ とは 困難 であつた。

2回 以上陽性例につい ては患 者の訴えない しは臨床症

状 の動 きと排菌状況 との間に並 行関係のみ られ るもの と

無関係の もの とが ある。

前記症例の うち第17症 例,第18症 例は明 らかに臨床

症 状 との間に関連性を見 出す ことはで きず特に第18症

例 では剖検に よつて も病巣 を発 見す ることはで きなかつ

た。 これらの症例では気道 内での非 定型抗酸菌の寄生の

ご とき状 態は存在 しえて も感染 や発病 に までは至つてい

ない とも考え られ る。10例 に 名古屋 大学医学部 日比野

内科 より分 与 された非定型抗酸菌PPDπ の 皮内反応を

行 なつたがNonphotochromogens蒲 生株 πの 反応で感

染を疑わ せ る結果 を得たのは3例 にす ぎなかつたのはそ

の裏付け の一 部 とな るものであ ろ う。それ に対 して第6

お よび8症 例は菌排 出 と症状 との間に関係が ある と考え

られ る。 これ らの症例は勿論 日比 野 らの診断基準 を満足
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しないが,非 定型抗酸菌 の感染症 で しか も軽症 型49)と考

えられ る。

排菌 とは別 に我 国で も非 定型抗酸菌の感染率が相 当高

いこ とはPPDπ に よる皮内反 応の広範囲な調査 に よ り

知 られ てい る15)50)。排 菌例あ るいは皮内反応での潜在性

の感染例が非定 型抗酸菌症 として発病す るためには更に

菌 側の毒力,菌 量,増 殖力等が個体側の局所お よび全身

的な抵抗 の減弱,免 疫 の状態等 と絡み合つて結核以 上に

強 くHost-ParasiteRelationshipが 関与す るもの で あ

ろ う。

結核 との関連性 を考 え る者5)も あ るが今回の非結核 性

呼吸器疾患群 で肺結核 の既 往の明 らかな症例は1例,胸

部 レン トゲ ン写真上硬化性病 巣を発見 した症例は1例 で

合計2例 にす ぎなかつ た。

職業分布には特徴 な く,患 者の居 住地 も当病院の所在

地付近に多 く非定型抗酸菌 の検出 と関連づ け ることは困

難であつた。 また患者 の愁訴 はむ しろ原疾患の症状に よ

るものであ り同様 のこ とは臨 床検査成績 について も考え

られた。ただ年齢分布 のみは我 国の非定型 抗酸菌症症 例

および外国の報告に一致 して男性 の壮年者 に多か つた。

非定型抗酸菌症の症例中30)に副腎 皮質 ホルモ ンの長期

使用が発病の誘因 と考え られた症例が あるが,副 腎皮質

ホル モンを長期に亘 り投与 した症例が今 回の調査 の中に

3例 あ り,第18症 例は8カ 月,第14症 例は18カ 月,

第15症 例は33カ 月の間持続的に投与 してい る。そ の う

ち第15症 例は投与中に人型結核菌に よる粟粒結核 を併

発 したがその際分離 されたのは人型菌のみで非定型抗酸

菌は検出で きなかつ た。 また他の2例 について も副腎皮

質 ホルモ ン投与 に よる非定 型抗酸菌排出の増加 あるいは

非定型抗酸菌症へ の進 展はみられなかつた。

Chapmannsi)～53)やMankiewicz54)は サル コイ ドー一ジ

スと非定型抗酸菌 との関係について論 じてい る が 第 ユ4

症例では肺野 の陰影,全 身 症状 のいずれ も排菌の状態 と

は無関係に消長 した。 この症 例が経 過中偶々腸閉塞を併

発 し,開 腹時 に切除 した腹腔 内 リンパ腺 は組織学的にサ

ル コイ ドージスの所見 を示 し更 にその一部について抗酸

菌培養 を行なつたが陰性 であつ た。

また患者の喀疾 よ り分離 した非定型 抗酸菌を接種 した

モルモ ッ ト臓器 の病理組織学的 検索ではその所 見は結核

に一致す るものでサル コイ ドージスの特徴55)を見出す こ

とは 困難であ り,こ の症例 につ いては両 者の直 接的な関

係を証明す るこ とは できなか つた。

分離菌 の細菌学的性状は ほぼ標準 菌株 と類似 していた

が,第4症 例 のRapidgrowersの 菌株は普通寒天培地

上 に発育 しまた モル モ ッ ト臓器培 養は陰性であつたが,

対照菌株 の佐藤株,山 本株共にモルモ ッ ト臓器培養は陽

性 であつ た。

非定型抗酸菌 をおのおの2匹 のモルモ ッ トに接種後そ
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の生存す る期間 を別 々に して屠殺 し,培 養 した各臓器 の

菌増 殖の状態 を比較す ると,長 期間生存 させ たモル モ ッ

ト臓 器の培養菌量が増加を示 したのは第5,8,14,15,

20症 例の5菌 株 にす ぎなかつた。 これは接種 された菌

量が比較的多量 であつ た ことも影響 してい るか も しれな

いが,こ れ ら5菌 株が 多少共 モルモ ッ トに病原性を持つ

てい る可能性 も考 えられ る。

抗結核剤 に対す る強 い耐性 についてはすでに広 く述べ

られ てい るが 本症例で も抗結核 剤投与の既 往の有無に関

係 な く,INH,PAS,Cycloserin,Ethionamide,Viomy-

cinに 対 して耐性高 度の菌株 が多か つた。

第2群 におけ る6カ 月間の結核菌検 索例743例 中56

例が抗酸菌培養陽性で,56株 中53株 が結核 菌,3株 が

非定型抗酸菌で あつ た。す なわちその検出率は5・3%と

高率であつ て,分 離 され た抗酸菌 については 日常の細菌

検査室の業務の一つ として非定型 抗酸菌 を鑑別す る必要

のあ ることが改めて認識 された。

総 括

喀疾,空 腹時 胃液につ い て の 非定型抗酸菌 検出率は

885例 中10例 で,1.1%で あつ たが,そ の うち非結核性呼

吸器疾患 よ りの検出率は4.8%で あつ て高 率を示 した。

非定型抗酸菌排出例は肺結核13例,肺 気 腫2例,慢

性 気管支炎1例,肺 癌1例,サ ル コイ ドージス1例,全

身性紅斑性狼瘡1例,Goodpasture症 候群1例 で あ つ

た。分離 された 菌 は1株 がScotochromogens,1株 が

Rapidgrowers,他 はすべ てNonphotochromogensで

あつた。

非 定型抗酸菌排出者は壮年 男子 に多 く,20例 中11例

が1回 のみ陽性,4例 が2回 陽性,3例 が3回 陽性,1例

が5回,1例 が7回 陽 性であつた。

非結核性 呼吸器疾患 よ りの排出例につい ては病 巣 と排

菌 との関連性は認めに くく,日 比野 らの非定型抗酸菌症

の診 断基準を満足 しなかつた。

肺結核 以外の疾患におけ る非定型抗酸菌排 出の可能性

について検討 し,日 常の検査 として非定型抗酸菌 を鑑 別

す る必要 のあ ることを認めた。

終 りに この研究をなすにあたつて,ご 懇篤 なご指導 と

こ校閲を賜わつた,慶 応義塾大学五味二郎教授,聖 路加

国際病 院内科医長河辺秀雄先生お よび細菌学工藤正 四郎

先 生に深甚な る謝意を表 します。病理学的検索に あたつ

て ご指導をいただ きま した,聖 路加 国際病院病理 山中晃

先生に感謝いた します。

また種 々ご協力をいただ きま した,聖 路加 国際病 院細

菌 検査室の諸嬢に謝意を表 します。
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